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学
生
支
援
の
一
環
で
、
希

望
す
る
学
生
に
食
品
を
提
供

す
る
今
年
度
1
回
目
の
食
料

支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
５

月
26
日
、
神
田
・
生
田
両
キ

ャ
ン
パ
ス
で
実
施
さ
れ
た
。

　
今
回
は
敷
島
製
パ
ン
（
本

社
・
名
古
屋
市
）
の
協
力
を

受
け
、
食
パ
ン
や
マ
フ
ィ
ン

な
ど
が
提
供
さ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
仕
送
り
や
収

入
が
減
っ
た
学
生
を
支
援
し

よ
う
と
昨
年
度
か
ら
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
開
始
。
通
算
４
回

目
と
な
る
今
回
は
、
こ
れ
ま

で
で
最
多
と
な
る
両
キ
ャ
ン

パ
ス
計
１
０
０
０
人
を
対
象

に
実
施
し
た
。
パ
ン
の
ほ

か
、
校
友
会
・
育
友
会
の
寄

付
金
で
購
入
し
た
カ
ッ
プ
ス

ー
プ
や
、
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ-

Ｋ
ａ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ
（
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
）
の
コ
ー
ヒ
ー
な
ど

も
配
っ
た
。

　
１
人
暮
ら
し
の
学
生
も
多

く
「
意
外
に
食
費
が
か
か
る

の
で
、
こ
う
し
た
支
援
は
あ

り
が
た
い
。
お
い
し
そ
う
な

の
で
味
わ
っ
て
食
べ
ま
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
た
。

　
７
月
に
は
第
２
回
食
料
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。

校
友
会
情
報

〈
会
計
人
会
定
期
総
会
〉

▽
７
月
20
日
（
水
）
▽
Ｊ
Ｒ

両
国
駅
徒
歩
１
分
「
税
理
士

法
人
恒
輝
　
会
議
室
」
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
併
用

〈
旭
川
支
部
総
会
〉

▽
７
月
29
日
（
金
）
▽
Ｊ
Ｒ

旭
川
駅
徒
歩
15
分
「
旭
川
ト

ー
ヨ
ー
ホ
テ
ル
」

※
支
部
総
会
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
【
校
友
会
事
務
局
】

☎
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

紹  介

校
友
新
社
長

佐
藤
澄
宣
氏
（
さ
と
う
・
す

み
の
ぶ

平
13
経
営
）
㈱
マ

ー
ベ
ラ
ス
代
表
取
締
役
社
長

に
６
月
21
日
付
で
就
任
。
本

社

東
京
都
。
家
庭
用
ゲ
ー

ム
ソ
フ
ト
の
開
発
・
制
作
・

販
売
。

大
澤
勝
氏
（
お
お
さ
わ
・
ま

さ
る

平
２
商
）
リ
ソ
ル
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
代
表
取

締
役
社
長
に
６
月
29
日
付
で

就
任
。
本
社

東
京
都
。
ホ

テ
ル
・
ゴ
ル
フ
場
等
運
営
事

業
。

　
全
国
38
局
の
Ｆ
Ｍ
局
向
け
に

ラ
ジ
オ
番
組
を
制
作
・
提
供
す

る
ジ
ャ
パ
ン
エ
フ
エ
ム
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
（
Ｊ
Ｆ
Ｎ
）
で
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を

務
め
る
鹿
野
さ
ん
。
約
20
番
組

を
担
当
し
、
企
画
立
案
か
ら
予

算
管
理
、
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に

至
る
ま
で
制
作
全
体
を
統
括
し

て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
に
明
る

く
、
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
の
取
材

経
験
も
豊
富
だ
。

　
ラ
ジ
オ
放
送
は
24
時
間
３
６

５
日
休
み
な
し
、
生
放
送
と
も

な
れ
ば
予
期
せ
ぬ
事
態
も
付
き

物
。
担
当
番
組
に
ト
ラ
ブ
ル
が

起
き
れ
ば
、
責
任
者
と
し
て
臨

機
応
変
に
対
応
す
る
。
心
身
と

も
に
ハ
ー
ド
な
仕
事
だ
が
、「
ま

っ
た
く
苦
で
は
な
い
」
と
豪
快

に
笑
う
。

　
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ほ
か
に

「
Ｊ
Ｆ
Ｎ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
」

の
肩
書
も
持
つ
。大
学
卒
業
後
、

芸
能
大
手
の
渡
辺
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
や
Ｐ
Ｒ
会
社
の
サ
ニ
ー
サ

イ
ド
ア
ッ
プ
に
勤
務
。
タ
レ
ン

ト
や
ア
ス
リ
ー
ト
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
と

人
脈
を
生
か
し
、
現
在
は
元
サ

ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
前
園
真
聖

さ
ん
を
は
じ
め
６
人
の
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
と
し
て
も
活
躍
す
る
。

　
社
内
で
前
例
の
な
い
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業
を
始
め
た
当
初
は

周
囲
か
ら
冷
や
や
か
な
目
も
向

け
ら
れ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
熱

心
に
取
り
組
ん
だ
の
が
社
内
営

業

だ
。「

自

分
が
〝
で
き

る
こ
と
〞
や

〝
し
て
き
た

こ
と
〞
を
説

い
て
ま
わ
る

う
ち
に
、
徐

々
に
受
け
入

れ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
な

っ
た
。
進
学

で
も
就
職
で
も
、
新
し
い
環
境

に
溶
け
込
む
た
め
に
は
積
極
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

事
」
と
語
る
。

　
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
の
仕
事
に
は
共
通
す
る

部
分
が
多
い
。
俯
瞰
の
視
点
を

持
ち
、
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
り
、
番
組
や
タ
レ
ン

ト
・
ア
ス
リ
ー
ト
の
方
向
性
を

定
め
て
魅
力
を
高
め
て
い
く
。

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
付

加
価
値
を
作
り
、
発
信
す
る
プ

ロ
セ
ス
に
仕
事
の
面
白
さ
と
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

が
好
き
で
、
専
大
在
学
中
も
野

球
に
情
熱
を
注
い
だ
。
当
時
の

チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
は
現
在
も
交

流
が
あ
る
。
ま
た
１
年
次
生
の

頃
か
ら
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
旅

行
会
社
で
働
き
、
礼
儀
や
あ
い

さ
つ
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん

だ
。
自
ら
旅
行
プ
ラ
ン
を
立

て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
り
、

名
刺
を
持
っ
て
営
業
活
動
を
行

う
｜
｜
。
そ
の
と
き
に
身
に
つ

け
た
「
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
て
何

で
も
貪
欲
に
吸
収
す
る
姿
勢
」

は
今
で
も
役
立
っ
て
い
る
。「
大

学
時
代
は
イ
ン
プ
ッ
ト（
吸
収
）

す
る
時
期
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
経
験
し
て
ほ
し
い
。
出
身
大

学
の
名
前
に
で
は
な
く
、
そ
の

人
自
身
に
価
値
は
付
く
」
と
後

輩
た
ち
に
熱
く
語
り
か
け
る
。

番組制作とマネジメント 俯瞰の視点で

鹿
か

野
の

琢
た く

磨
ま

さん（平11法）
ラジオ番組プロデューサー

さあ、外に出よう！

　新入生をはじめ、２・３年次生もようやく複

雑な校舎配置にも慣れ、迷わず目的地に行ける

ようになったことと思います。そうしたら次

は、もう少し足を延ばして裏の生田緑地に行っ

てみませんか。春の桜や夏の蛍など、自然と文

化のあふれる一帯は散歩にぴったりです。久し

ぶりのリアルな人間関係に疲れた時も、よい天

気で教室での授業をサボりたくなった時も、た

った３分で別世界に行ける特権をぜひ享受して

ほしいと思います。日本民家園のほか、岡本太

郎美術館や藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム、さ

らには日本きってのプラネタリウムも見もので

す。

　せっかくだから勉強もと思う人は、反対側の

明治大学に足を延ばせば戦時中の日本陸軍・秘

密戦兵器研究の拠点だった登戸研究所もありま

す。生物化学兵器の最先端とともにローテクの

風船爆弾の話は大変興味深いはずです。そして

さらにバスに乗

れば、町田市立

自由民権資料館

もあるし、その途中には旧白洲邸の武相荘もあ

ります。幕末から文明開化期の民権運動と、敗

戦後の再建で活躍する白洲次郎、新旧憲法とい

う糸で結ばれています。

　そこまで行かなくても、新百合ケ丘駅近辺は

立派な文化芸術施設がそろってることを知って

ますか。市民センターや図書館だけでなく、昭

和音楽大学付属のオペラハウスやコンサートホ

ール、大型シネコンにミニシアターである川崎

市アートセンターまで、なんでもありの利点を

いかさない手はありません。音楽や舞台、落語

や古典芸能、映画やアートと、さまざまなジャ

ンルが学生料金で楽しめます。

　その最初の一歩は、まず外に出てのお散歩で

す。 （学生部委員・山田健太）

課 程 研 究 科 専 攻 合 計
専 門 職 学 位 法 務 法 務 53

研 究 科 専 攻 合 計

博

士

後

期

課

程

経 済 学 経 済 学 2

法

学

民 事 法 学 0
公 法 学 6
小 計 6

文

学

日本語日本文学 15
英 語 英 米 文 学 1
哲 学 1
歴 史 学 1
地 理 学 0
社 会 学 4
心 理 学 6
小 計 28

経 営 学 経 営 学 3

商

学

商 学 4
会 計 学 3
小 計 7
合　計 46

研 究 科 専 攻 合 計

修

士

課

程

経 済 学 経 済 学 17
法 学 法 学 19

文

学

日本語日本文学 21
英 語 英 米 文 学 2
哲 学 5
歴 史 学 16
地 理 学 3
社 会 学 12
心 理 学 24
小 計 83

経 営 学 経 営 学 14

商

学

商 学 21
会 計 学 31
小 計 52

合　計 185

◆
大
学
院
・
専
門
職
大
学
院
◆

◆　学 部　◆
学部 学 科 合 計

一

部

経

済

経 済 564
現 代 経 済 816
生 活 環 境 経 済 815
国 際 経 済 940
小 計 3,135

法
法 律 2,323
政 治 693
小 計 3,016

経
営

経 営 1,633
ビジネスデザイン 766
小 計 2,399

商
マーケティング 1,882
会 計 909
小 計 2,791

文

日 本 語 81
日 本 文 学 文 化 524
英 語 英 米 文 618

哲 334
歴 史 599
環 境 地 理 230
人文・ジャーナリズム 8
ジャーナリズム 516
小 計 2,910

学部 学 科 合 計

二
部

経 済 経 済 74
法 法 律 80
商 マーケティング 98
合　　計 252

学部総計 17,117

学 部 学 科 合 計

一

部

ネットワ
ーク情報

ネットワ
ーク情報 989

人 間 科

心 理 332
社 会 604
小 計 936

国際コミュニ
ケーション

日 本 語 230
異文化コミュ
ニケーション 459
小 計 689

合　　計 16,865

2022年度学生数
※５月１日現在

専修大学・石巻専修大学
「社会知性（Socio-Intelligence）の開発」推進募金

T E L : 03・3265・3157
E-mail : bokin@acc.senshu-u.ac.jp

専修大学募金局

　皆さまのご支援・ご協力を
お願いいたします。

詳細はＱＲコードから▶
パンやスープを受け取る学生

＝神田キャンパス

地域の方と学生らが協力して活動

　快晴に恵まれ
た５月28日、キ
ャンパス周辺を
清掃する地域

貢献活動「Clean Town in KANDA」が行われ
た。ＳＫＶ（専修神田ボランティア）をは
じめとした学生、教職員、大学が所属する
神田神保町の神三町会の方々ら約110人が参
加。水道橋駅、神保町駅、九段下駅の３方
向に分かれて、ゴミを拾った。

とともに
社会貢献活動

地域

１
０
０
０
人
に
食
パ
ン
な
ど
提
供

　
専
修
大
学
玉
名
高
校
（
熊

本
県
玉
名
市
）
で
は
、
地
元

の
大
豆
加
工
品
メ
ー
カ
ー
内

田
安
喜
商
店
と
協
力
し
て
、

油
揚
げ
の
新
商
品
を
開
発
、

都
内
の
熊
本
県
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
や
県
内
ス
ー
パ
ー
な

ど
で
販
売
し
て
い
る
。

　
身
近
な
食
で
あ
る
豆
腐
や

油
揚
げ
を
通
じ
て
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
日
本
の
食
文
化

へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

と
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
科

２
・
３
年
生
ら
計
77
人

が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
商
品
化
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　
第
１
弾
は
チ
ョ
コ
味
の
油

揚
げ

写
真

で
６
月
30
日

ま
で
販
売
中
。
第
２
弾
の
パ

ニ
ー
ニ
風
油
揚
げ
は
７
月
１

日
か
ら
販
売
開
始
の
予
定
。

生
徒
た
ち
は
「
こ
れ
ま
で
に

な
い
新
感
覚
を
、
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
」と
話
し
て
い
る
。

食
料
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

専大玉名高生が発案
油揚げ新商品発売中

リ
オ
五
輪
の
会
場
で
取
材

す
る
鹿
野
さ
ん

学生と地域の方が清掃活動
Clean Town in KANDA




